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　　　　　　　　　東亜天文協會頒布天文爲眞目録

天女爲眞（第1輯）　一放に付き金1圓40鏡．（資料共）。　皆，　非常に珍しいもので，

・始めて頒布されるもの，ヌ．は日本では殆んど手に入らぬものばかりです．すべて説

　明丈つきです．

　1．土　星　　リク天丈肇にて観察されたもの・今回の接近の記念として繕好贔・

　2．ペル1の卸町日蝕　　1937年六月8日，花山の観測隊が撮影したもの．

　3。7インスラ彗星　　1937年七月，賑やかなペルセ星座を北進する景観。

　4・盛襲のアインスタイン博士　　相翼原理の創設者の見事な省像・

　5．小マゼラン雲　　近年の宇宙研究上に有名な天理で，日本では見えない珍景・

　6。オリオン大星霧　　白く輝く蝶ネクタイ型の大ガス星霧一幅の大宇宙叢’

　7．ヘルクレス球状星團　　望遠鏡で見得る最も最大なる宇宙の一つ．

　8．黒鮎さ也たる太陽　　1940年八月18日會員伊蓮英太鄭氏撮影．

（第2輯）　一枚に付金1圓也（逡土窯）．

　1．火星の爲眞（3赦1組）　1939年の夏，スライフアが撮った貴重品．
　2．ピケリング博士　　火星面観測者の座右に備ふべき寓眞・

知藩翻象壷頒布天文霧翼國鎌（本會取次）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1

星の日歯運動（1）

金星の掩蔽出現（3）

小遊星と蟹星霧（3）

ヘルクレス座新星の光度漕長（1）

皆既月蝕の維過（3）

太陽黒黒占の生ひ立ち（品切）

アンドロメダ大星霧（1）

北アメリカ星霧（3）

ペルテア彗星の接近（3）

ダニエル彗星の再現（3）

ブインスラ1彗星（5）

日蝕帯蝕経過（3）

日の出は小さい（3）1

　　　　　　　　　　　償　　格
　（1）手札ヌノ・カビネ熱誠密着　13淺
　（2）　　　t／　　　　　　　〃　　　　引f申　　20三豊

　（3）ポスト形　密着15鏡

　14．月蝕（地球の影）（2）

　15．バ」ナ1ド星の運動（3）

　16．水星の日面通過（品切）

　17．カeンガム彗星（2）

　18．パラスケボポウロス彗星（2）
　19．「十七世紀の天球圖（縮圖）（4）

　20．同　　　太陽系圖（”）（4）

　21．同圖中，R垂垂，日本島（ヴ）（4）

　22．四大遊星接近（2）

　23．メシエ第35番星（2）
　24．．部　分　　日　蝕　　　　　（3｝

　25．火星掩蔽（1）（3）
　26．火星掩蔽（JI）（3）
表　（逡料共）

　　（4）カビネ形　密着20鋒i
　　（5）　　　〃　　　　　　　　　　　　　弓lf申　　35婁箆

　　　　　　　　　　観測雨印刷物

無慾朧盤黙レ、圖）1＝編舞1｝響町嬬會鶉局

膿翻露探；1｝6圖隆畷1謝濯課長小酵二賑宛
○襲i星観測用星圏
○愛塁観測報皆藁紙
○象亀光綴測用星圖
○歯面光襯測報告用紙

O木星スケチ用紙
○火星スケチ用紙

1二簸11謝東帯締鱒編

1＝辮鐵二三長三山聯
畷翻擁顕課長腱鞘郎醜

（逡料各々2組及6放迄3銭）



　　東亜天N　協會
會員に輔する報告

　〔入　會　者〕　　　　山　口　善　造（大

田藤重三楽（名古屋）　　石上’i郎（静
笠井泰雄（京都）　組垣江義雄（岐
松本　顯（東京）　香村良男（大
里見　廣（大阪）　吉川元藏（京
金塚政夫（大阪）．　梶谷　信（東
片　桐　大　自（島原）　　金　谷　　豊（大

　〔観測部入部〕　　　　高津得一（章
魚　井　泰雄（京　都）　　組父江義雄（岐
金塚政　夫（大　阪）　　頼　　武　揚（奎

柳部重美（神・戸）　松下　淑（東
七高報國團天丈研究部（鹿免島）

　〔鷹　　　召〕　　　　魚　返　　隆（朝
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意〕＝御移轄の節は直ちに（前住所をも並記して）御通知書さい．
　　観測部（へ入部）の方は共旨附記して下さい．

昭秘7卑分會費部費頷牧考芳名
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片桐大自（島原）
中田重俊（京都）
關西光學研t／n所（京　都）

山崎正光（岩手）
足　利　誠　公（大　阪）

梶　谷　　信（東　京）

森安千秋（島根）
保積善太鄭（東　京）

北村英彦（大阪）
鈴木春海（東京）
増　　田　　竪（姫　路）

河原崎俊男（京　都）

渡蝿和雄（東京）
古谷雄二（東京）
菅　野　　力（大　阪）

鈴木喜一（東京）
三章献（蜜北）
前田徳次郎（大　阪）

正村一忠（岐阜）
伊　藤　　堅（西　宮）

八徳謙三（京黙）
坂　　一ヒ　　務：（鹿兄島）

及川方不（岩手）
松　本　　顯（東京）
長　尾　景　良（福　島）

稻玄武五（東京）
呉　　麗　　澤（窒澱）

小　嶋　時　久（東　京）

竹　内　時　男（東　京）

足立富男（慶島）
伊　　秩　　清　　親（宇　　音B）
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松隈孝粘（輻岡）
清水和幸（倉敷）
田所元喜（高知）
寺　田　　博（大匿阪）

伊東幸雄（廣島）
佐伯成愛嬢（東京）
西　川　英　男‘大　阪）

松本武男（彰化）
岩谷恵副（香川）
小山千萬樹（東　京）

松代安太鄭（芦屋）
高杉重春（東京）
　　同（一部完納）

徳久正敏（甲府）
笠　井　泰雄（京都）
　　部費（2團40議）、

足利誠公（大阪）
照照英太鄭（兵　庫）
鈴　木　春　海（東　京）

膏　　木　　章（大　阪）

．菅　野　　力（大　阪）

正村一忠（岐阜）
江　　川　　義（千　葉）

高津得一（茨城）
呉　　祀　　澤（肇罐）

榊　　松太郎（京　都）

角　田　清　彦（北　京）

佐　　藤　　晃（東　京）

井　本　　進（兵庫）
梶　原　明　仁（福　岡）

佐伯成半数（東京）
糸畠　　貫　　†専　　通（示申　　戸）

柳　部　重　美（示申戸）

岩田與三郎（大　阪）
　　同（一部完納）

察　　章　　献（輝北）

　　部費（3圖59銭）

小山千萬樹（東　京）
古　屋　四　郎（甲　府）

高杉重春（東京）
醍　醐　　正（横濱）
　　同　（一部完納）

幅永嘉彦（徳島）
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綿貫博通（神戸）
察　　章　　献（壼　北）

會費く4團）

昭和16年分會賢部費顎牧者芳名

　　　三宅丈四（岡山）　有田邦雄（長崎）

（順序：不同）　　（領事通知に代ふ）　　（17－1－31締切）



1942年四月の天象時刻は日本標準時

　皇軍の奮面する大南洋の各地では極暑の季節であり，叉，北境を憎める將

兵たちの満支の蹟野では寒さの尚叢しい時期であるけれど，内地では“四月”

はもはや花笑ぴ証歌ふ陽春の好期である．太陽は魚座にあって，北上しつN，

5日には清明，21日に：は穀雨の季節となる．盟邦“泰國”では此の四月1日が

今年の一月元旦に當る．大東亜圏の獲展史上，此の日，何等かの吉兆が訪れ

るや，否や！？

　月は四月1日が満月であり，それから，8日が下弦，15日が新月で薔三月朔，

24日が上弦，超えて翌五月1日が満月となる．一一從って，かうした都合か

ら見ると，今年の琴座流星群は，室さへ晴れれば，月光の妨げが奎く無くて，

實に恵まれたものとなるだらう，全國と言はす，否，全世界にわたって，今

年ば此の流星の眞栢を把握したいものである．

　フk星は20日以前が曉の星，其後は脊の星だが，観望には不適．金星は毎曉

の東天に力強く君臨して，14日には太陽から極大離角46以上となる．但し，

黄道傾斜の衣鉢上，比較的低室なので，學的襯測は寧ろ欄間の南中時（午前

9時前後）が良からう，尤も，寒心以南では，瞬天の観測も好適であらう．

12日正午過ぎに金星は月に掩蔽されるが，之れ亦，毫轡から南：方の地で見え

るだけである．恵まれる皇騰よ！1

　火星も，木星も，土星も，天王星も，皆一一一S齊に可なり西へ傾いて，暫く天

の舞墓から退場しようとしてみる．しかし其の去りがけに，4日には火星と

木星とが會合し，叉，28日には土星と天王星とが接近交心する。

　今年中に近日黙へ回達する七つ八つの週期彗星のうち，最も良好な條件の

下に待望されるグリグ・シ”レルiプ星は，この頃，南天から北上しつXあ

る．近日黒占通過は五月であるが，年初からグングン地球に近づきつkあるか

ら，四月と言はす，三月中にも獲見が行はれるかも知れない．職齪の世の中

で，欧米の天文家たちも皆，交通通信の道を噺ち切られ，室襲におびえて，

天象も見忘れ勝ちだらうが，吾々のみは職勝皇軍の保讃の下に，是非この彗

星を適確に捕へたいものである．

　去る二月11日にベルナスコニ氏が新彗星（8等級）を獲遷し，　翌12日オテル

マ氏も亦別の新彗星15等級）を稜見した．何れも2～3ケ月は見える筈．

　天象の詳細よ本誌第247號（本年第1號）1942年の天女年鑑號及び急報を参照

のこと．
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　本部所在地
　事務局所在地
　脛識する天女台

　大阪支部所在地

　蔓澤支部
　黄道光観測所

　　東亜天文協會
大正9年（1920年）創立，昭和7年（1932年）改名

　山　本　一　滑（滋賀縣草津町大路井420；同栗太郡上田上村桐生）
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理事（無任所）
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ロ
田
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大
美

田上天女憂　滋賀縣栗太郡上田上
滋賀縣堅田局並内
倉敷天女台　岡山縣倉敷市
大阪市電氣科學館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

塁北市公會堂内
廣島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協曾観測部

　　1．流星課（課長和歌山縣有田郡金屋小嶺孝二耶，幹事宇野良雄）
　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3．愛日課（課長木犀成麿，幹事小澤喜一）
　　4．太陽課（課長．訣，幹事静岡縣志大豆告永村吉永1768大石辰次）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　5．廣道光課　（謀長　田上天文塁　山本一清，幹事　本田　實）

　　6．岬町課　（革茸　山本一清，幹事神田壷雄）
　　7．椴　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡中里村木部　木邊成田）

　　8，霜　眞　課　（課長　大津市鹿開町　堀井政三）

　　9．遊星面課　（課長　兵庫鴨川塗郡雲雀丘　伊達英太耶，幹事　ホ邊成麿）

　　10．掩蔽課（課長大阪市住吉匝萬代束4の6高城武夫）
　　11．月　面　課　（課長　伊蓮英太郎）　　　曾
　　12．歴史研究課　（課長　兵庫縣武庫国本山村岡本高石344井本　逡）

　　　　　　　　　襯　測　郡　規　1定　　（昭和6年11月22日制定）

第1條　本観測部・・東亜天丈協會ノ踊勺チ遽スル爲メノー事業トシテ，天髄ノ観測

　　研究テ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天文協會員ノ・希望ニヨリ本観測部員トナル事が出來ル．
第5條　　部員ノ・観測上ノ必要ニヨリ課長ノ指導及ビ東亜天丈プレテン，東亜天：文協

　　會急報並ビニ種々ノ印劉物ノ配布テ受ケル．

御蚕込みは 滋賀縣堅田局麗内　東亜天文協會　（電話は竪田郵偵局）

（迭金は安全，確實な振替口座大阪56765番へ）
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　　同　　　　　　　上

京都市上京匿上椹木町千本東入
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東京市二言田図淡路町二丁目九番地
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